
赤潮防除剤～入来モンモリの強化版，改良型粘土とは？～

＜改良型粘土とは？＞

◎従来の赤潮防除剤である入来モンモリに食品添加物の焼ミョウバンを加えたもの

・従来の赤潮防除剤である入来モンモリはｺｸﾛﾃﾞｨﾆｳﾑ

ﾎﾟﾘｸﾘｺｲﾃﾞｽには効果が高いものの，ｼｬｯﾄﾈﾗｱﾝﾃｨｰｶ

には効果が低い

・焼ミョウバンを添加することで，ｼｬｯﾄﾈﾗ ｱﾝﾃｨｰｶに

対しても防除効果が大きく向上

＜改良型粘土の実力＞
◎焼ミョウバンの添加により，多くの有害プランクトンに対し防除効果が向上したほか，必要散布量
やコストを抑えることに成功

防除効果の確認された

有害プランクトン

・ｼｬｯﾄﾈﾗ ｱﾝﾃｨｰｶ

・ｼｬｯﾄﾈﾗ ﾏﾘｰﾅ

・ｶﾚﾆｱ ﾐｷﾓﾄｲ

・ﾍﾃﾛｼｸﾞﾏ ｱｶｼｵ

・ｼｭｰﾄﾞｼｬｯﾄﾈﾗ ﾍﾞﾙｷｭﾛｰｻ

＜生物への安全性について＞
◎計８種類の水産生物について，通常の散布濃度（１m2あたり入来モンモリ1kg，焼ミョウバン0.1kg）
における安全性を確認

・ブリ（1 kg , 1.2 kg , 3.1 kg）
・カンパチ（3.5 kg）
・マダイ幼魚（21 g , 愛媛大学実施）
・クルマエビ
・ヒオウギガイ
・アコヤガイ
・イワガキ
・アサリ

※ただし，散布濃度が高すぎると悪影響が出る恐れがあるため，注意が必要

安全性確認試験の様子

「改良型粘土を用いた赤潮被害防止マニュアル」

水産技術開発センターHP（kagoshima.suigi.jp）にて公開中

ｼｬｯﾄﾈﾗ ｱﾝﾃｨｰｶに対する防除効果
（改良型粘土入来モンモリ+焼ミョウバン）

赤潮防除剤毎の
ｼｬｯﾄﾈﾗ ｱﾝﾃｨｰｶに対する防除効果

（散布範囲 10m×10m）
ｼｬｯﾄﾈﾗ ｱﾝﾃｨｰｶに対する防除コスト比較

（散布範囲 10m×10m）
（kg）

（円）

入来モンモリ1000ppm＋焼ミョウバン100ppmで
ほぼ100%の防除効果

必要散布量は
入来モンモリ単体の約３分の１

散布コストは
入来モンモリ単体の約半分

※入来モンモリ 150円/kg，焼ミョウバン 820円/kgで試算

入来モンモリ散布時のｼｬｯﾄﾈﾗ ｱﾝﾃｨｰｶの変化

300kg

110kg

４５０００円

２３２００円

入来モンモリと焼ミョウバンを
混ぜて散布！

以下の計８種類の水産生物を改良型粘土に
曝露させ，斃死がないことを確認

ｺｸﾛﾃﾞｨﾆｳﾑ ﾎﾟﾘｸﾘｺｲﾃﾞｽ ｼｬｯﾄﾈﾗ ｱﾝﾃｨｰｶ
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